







その他のタイトル Stigma and Individuality on Criminal Offenders










Erving Goffmanは， Iことに人の信頼/面白を失わせる働き (discredit)が
非常に広汎にわたるときに，この種の属性はステイグマJ(Goffman 1963 = 2003・
15-6) であると述べ，その概念的特徴を「属性ではなくて関係を表現する言葉j
(Goffman 1963 = 2003: 16) とした.こうした関係としての特徴をもっステイ
グマは， I対他EI守な社会的アイデンティティと問]1主的な社会的アイデンティテイ


































































がもっIlJ題性が強誠される(本村 1985;堀内 1985;清永 1985).特に日本では，







あるJ(本日32010: 20). 以上のように， 1京国としての家族では，事件を起こし
た本人の家族に，非行や犯罪の原因性を見出している.
一方，第 2の視座である i:Jfl止要因としての家族」では，犯罪者や非行少年の




























つこと (%'j)I  2011; Morris 1965;深谷 2015)，本人との関係性の問題(Arditti
2005; Mills and Codd 2008; N aser and Visher 2006) をもつことがj明らかに
されてきた. 2010年以降， 日本においては家族自身がもっ困難に対して，支援の
必要性が提唱され(深谷 2013)，事例をもとに支援の方法についても検討されて































存在する. Il~î嬬 (2015) は，犯罪者を家族にもつ人びとへのインタビュー調査を
もとに，彼/彼女らが， I可じ属性をもたない他者との出会いや相互作J'liを通じて，
加害者の家族としての!とi己との距離化を行い，ステイグマを受容することを明ら























1963 = 2003: 18) ことを前提としているという点である.
そして，信頼を失う事情のある者でありながら，信頼を失った者として居留か
ら認識されていない場合には， rまだ暴露されていないが(暴露されれば)信頼
を失うことになる自己についての情報の管理/操作J(Goffman 1963 = 2003: 
67 
81)の問題をもつことになる.そこでは， i特定のステイグマの〈可視性) (Visi-
bility) という問題J(Goffman 1963 = 2003: 88)が苧んでいる.ここでいう可
視性5)とは，ある人がステイグマを持っていることを(他人に)告知する手がか
りが，ステイグマそのものにとマの程変備わっているか， という問題である (Gof1ι




ていない場合の違いに注 I~ していた.高橋は， '1吉幸iの管理/操作を行っていた人


































(May 2000: 207)方法が)有いられる.例として， rカーテンを閉じる，電話番















細liを行っていたJ(May 2000: 210). その際 f他者に情報を隠すか明らかにする
かという決定はしばしば親密さを中心に展開されるJ(May 2000: 211)という.
第3に， r治療的な 1~f.1示」である. r情報の I~号示は，自己肯定感を高めることを助
ける機能があるJ(May 2000: 211). そして第 4に， r関係性が早い段階におけ
る情報の開示を行い，長い付き合いになる段階での開題化を防ぐf予防的な開示j
である.それは，世間話をi坊ぐ試みとして開示を行い，予防的な形式を採用して

























































れで、ず、っと. ちょっとしばらくは， もう， あの・・・やっぱりー ・あの・・・視線一・み
んなの視線気に・・・な， なるっていうのがあって・・・(中略)・・・全く誰も知らな
































































































































































































































4) Condry (2007) は，こうしたセルフヘルプ・グループをめぐる議論以外に
も，スティグマの感情である恥に注呂し，インタビュー調査をもとにその恥の
性質を概念化する作業を行っている.ステイグマの感情は恥であり，それは主






(Goffman 1963 = 2003: 90-2)である.
6) Goffmanによれば 回避儀礼とは 相互行為において受容者に対する敬意
を持ちながらも，受容者の周留にある名誉を侵害する境界を越えず適切な距離
を保つことを指す (Goffman1967 = 2012: 63). 
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